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本 資料 は Science Based Targets Network に よる 原題 「SCIENCE-BASED CLIMATE TARGETS:A GUIDE FOR 
CITIES NOVEMBER 2020」 を CDP ジャ パン が 仮 訳 し た も の で す 。 日 本 語 版 と 英語 版 で 内 容 に 相違 が 生じ 
て いる 場合 に は 、= 敵 語 版 の 内 容 が 優先 し ます 。 〒 
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本 ガイ ド は 、 気候 に 関す る 『 科 学 に 基づく 目標 (Science-Based Target, 以下 、SBT)』 に 関し て 都市 ・ 自 治 体 
の 理解 を 深め る た め に 作成 され まし た 。 2030 年 まで の 科学 に 基づく 中 間 目 標 お よび 2050 年 に 向け た ネッ ト ゼ ロ 
目標 を 設定 する た め の 方 法論 を 選択 する た め の 都 市 の ガイ ド で す 。 ま た 、 国連 気候 変動 枠組 条約 (UNFCCC) の 
「Race To Zero」 に 参加 する 方 法 に つい て も 説明 し ます 。 


| な ぜ 都 市 ・ 自 治 体 な の か 


世界 の 人 口 の 55% 、 温 室 効果 ガス 全 排 出 量 の 70% 以 上 を 占め る 都市 "は 、 気候 変 動 の 最前 線 に あり 、 世 界 の 目標 を 達成 する 上 で 重 
要 な 役割 を 担っ て いま す 。 


気候 変動 へ の 適応 に 成功 する た めす る に は 、2030 年 まで に 温室 効果 ガス 排出 量 を 4596% ま で 大 幅 に 削減 し 、2050 年 まで に ネッ ト セ ゼ 
口 を 達成 する た め の 早 急 な 行動 が 必要 と され て いる こと が 、 科 学 に 基づい て 報告 され て いま す "。 し か し 、 今 すぐ に 行動 を 開始 し 
な けれ ば 、 今世紀 半ば まで に ネッ ト ゼ ロ を 達成 する こと は で きま せん 。 


2015 年 に パリ 協定 ! が 署名 され た 際 、196 カ 国 が 各国 の 排出 量 を 削減 し 、 気 候 変動 の 影響 に 適応 る た め の 長 期 目 標 を 設定 する こ 
と に 合意 し まし た 。「 国 が 決定 する 貢献 」 (NDCs: Nationally Determined Contributions : 以下 NDCs5) は 、 パ リ 協 定 と これ ら 
の 目標 達成 中核 を な す も の で す 。 各国 の NDCs は 、 国 内 の 状況 や 能力 を 考慮 し た 排出 削減 の 野心 (ambition) を 反映 し て いま す 。 


NDCs は 国 に よる 計画 で す が 、 望 まし い 成 果 を 達成 する た め に 、 都市 ・ 自 治 体 は 重要 な 役割 を 担っ て いま す 。 都市 ・ 自 治 体 は 、 気 
候 変動 へ の 取り 組み を 先導 し 、 試験 的 に 実施 する 態勢 が 整っ て お り 、 多 く の 場 合 、 国 の イニ シア ティ ブ よ り も 大 き な 野 心 
(ambition) を 示し て いま す 。 例え ば 、 ニ ュー ヨー ク 市 の 2050 年 ネッ ト ゼ ロ 目 標 *' は 、 気候 変動 に 関す る アメ リカ の リー ダー シッ プ 
が 必要 と され た と き に 、 都市 が 先 に 意欲 的 な 行動 を し た と いう いい 事例 で す 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 楽 症 に よる 危機 は 、 資 金 不足 の 医療 制度 、 社 会 的 不平 等 、 重 要 な イン フラ 投資 の 滞留 、 大 気 汚染 、 デ 
ジタル 技術 へ の 不平 等 な アク セス な ど 、 長 年 に わた る シス テム の 危機 に 直 に 向かい 合う 機会 と な り ま し た 。 世界 中 の 都市 が 
復興 を 遂げ る 中 、 社 会 正義 と 経済 的 不平 等 の 問題 に 対処 し な が ら も 、 気候 変 動 へ の 対策 と 気候 の 崩壊 を 回 避 す る こと に 焦点 
を 当て な けれ ば な り ま せん 。 


将来 の 危機 か ら 身 を 守る た め に は 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン と 変革 が 必要 で す 。 我々 は 、 グ リー ン な 回 復 を 必要 と し て お り 、 そ れ は す 
べ て の セク ター が 一 丸 と な っ て ゼロ を 目指 すこ と で す 。 要する に 、 我々 は Race To Zero (ゼロ へ の レー ス ) を 必要 と し て いま 
す 。 


(OP26 で は 、 各国 政府 が NDCs を 更新 する こと に な っ て いま す 。 NDCs は 、 パ リ 協 定 の 目標 を と の よう に 達成 する か を 説明 する も 
の で あり 、 定 期 的 に 改定 され る する 必要 が あり ます 。 こ の 重要 な 節目 に 先立ち 、 世 界 中 の 都市 が 、 科 学 の 要求 する 規模 と ペー 
ス で 排出 量 を 削減 する 誓約 や 行動 を 強化 する こと に より 、 国 の 行動 を 加速 する こと が で きま す 。 


. 国際 連合 経済 社会 局 (UNDESA UnitedNationsDepartmentofEconomicandSocialAffairs) .2020.68%0fTheWorldPopulationProjectedToliveInUrbanAreasBy2050,SaysUN(UNDESAI| 
UnitedNationsDepartmentOf Economic And Social Affairs. [online] 詳細 は こち ら . 


2 Seto, Ketal. Climate Change 2014: Mitigation of Climate Change. IPCC Working Group III Contribution to AR5 (Cambridge University Press, New York, 2014). 


3 IPCC, 2018: Summary for Policymakers. In: GlobalWarmingof 1.5°C. AnIPCC Special Reportontheimpacts of globalwarming of 1.5°Cabovepre-industriallevelsand related globalGHGemission 
pathways, In the context of strengthening the global response to the threat of dimate change, sustainable development, and efforts to eradicate poverty. [Masson-Delmotte, V., P. Zhai, H.-0. Portner, D. 
Roberts, J. Skea, P.R. Shukla, A. Pirani, W. Moufouma-Okia, C. Péan, R. Pidcock, S. Connors, J.B.R. Matthews, Y. Chen, X. Zhou, M.I. Gomis, E. Lonnoy, T. Maycock, M. Tignor, and T. Waterfield (eds.)]. World 
Meteorological Organization, Geneva, Switzerland, 32 pp 


4 国際 連合 (United Nations) .2015.Paris Agreement. United Nations Treaty Collection. 8 July 2016. [online]. 詳細 は こち 5 .2020 年 10 月 12 日 閲覧 . 


5 New York City MayorsOffice of Sustainability. 2017. 1.5°C: Aligning New YorkCity with the Paris Climate Agreement [online]. 詳細 だめ.2020 年 11 月 9 日 閲覧 . 
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2. 気候 に 関す る SBT( 科 学 に 基づく 目標 ) と は 何 か 


SBT (科学 に 基づく 目標 ) と は 、 測 定 と 実行 が 可能 な 環境 目標 の こと で 、 都市 ・ 自 治 体 が 、 社 会 の 持続 可能 性 目標 と 地球 シス テム 
の 安全 性 ・ 安 定性 を 意味 する 生物 物理 的 限界 の 両方 に 整合 する こと を 可能 に し ます 。 


"地球 の 限界 と 社会 の 持続 可能 性 目標 に 整合 し た " 


科学 に 主体 レベ ル で の 目標 の 対象 範囲 と 水準 が 、 人 類 が 安全 に 活動 で きる 空間 の た め に 科学 的 に 必要 
基づく と な る 限界 と 、 自 然 と 人 類 の 両方 に と っ て 公平 未来 に 必要 な 社会 の 持続 可能 性 目標 に 整合 


る こと を 意味 し ます 。 
気候 SBT の 設定 


"測定 可能 、 実行 可能 で 期限 の ある 目標 


主体 は 、 合 理 的 な し ベル の 努力 に より 、 ベ ー ス ライ ン の 測定 、 ア クシ ョ ン の 実行 、 進 捗 モニ タリ ン 
グ を 行う こと が 可能 で な けれ ば な り ま せん 。 


都市 ・ 自 治 体 が 温室 効果 ガス 排出 量 を 削減 する た め に 策定 し た 目標 は 、 パ リ 協 定 と IPCC1.5C 特 別 報告 書 に 治っ た も の で ある 場 
合 、 科 学 に 基づい た 目標 (SET) で ある と みな され ます ?。 


世界 は 、 地 球 温暖 化 の 抑制 に は 程遠い 状況 に あり ます 。 実際 、 パ リ 協 定 の も と で の 現在 の NDCS で は 、 今世紀 末 ま で に 
2.9C か ら 3.4C の 温暖 化 を も た ら す と 言わ れ て いま す "。 こ の まま だ と 、 水 と 食料 の セキ ュ リ ティ (十分 な 供給 ) 、 生 活 
水準 、 人 間 の 健康 に 多大 な 影響 を も た らし 、 そ れ は 現在 の 世代 だ け で な く 、 未 来 の 世代 に も 影響 を 及ぼ すこ と に な り ま 
す 。 


未来 を 守る た め に 、 都市 ・ 自 治 体 は 他 の すべ て の 主体 と 協力 し 、 排 出 削 減 に お ける 役割 果たさ な けれ ば な り ま せん 。 他 の 主体 と 協 
力 する こと で 、 政府 の あら ゆる レベ ル ゼ 経済 の 隅 々 か ら 環 境 対策 を 推進 する こと が で きま す 。 


気候 SET に つい て は 、 都市 ・ 自 治 体 に と っ て 、 温 室 効果 ガス 排出 量 を どれ だ け の 規模 ・ 速 度 で 削減 し な く て は いけ な いか 、 が 明確 
に され て いる 点 が 利点 で す 。 


気候 SBT の 原則 は 以下 の 通り で す : 科学 が 主導 し て いる こと 、 そ し て 公平 で あり 、 完 全 で ある こと 、 で す 。 科学 が 主導 し て い 
る と いう こと は 、 最新 の 気候 科学 に 基づい て いる こと を 意味 し ます 。 公 平 性 と は 、 そ れ ぞ れ の これ まで の 大 気 中 二酸化 炭素 水 
準 へ の 寄与 を 考慮 する こと 、 そ し て 社会 経済 的 な 発展 度合 い を 考慮 する こと を 意味 し ます 。 完全 性 と は 、 目 標 が 堅 中 で 包括 的 
で ある こと 、 つ まり 、 都市 ・ 自 治 体 全 体 の 各種 排出 源 (少な て と も スコ ー プ 1 と スコ ー ブ 2) 、 そ し て 複数 の 種類 の 温室 効果 
ス の 排出 量 を 含め る こと (詳細 は 7 ペー ジ を 参照 ) を 意味 し ます 。 


6. SBTN.2020.SCIENCE-BASED TARGETS for NATURE: Initial Guidance for Business. 詳細 は こち ら . 2020 年 11 月 9 日 閲覧 . 


7. Rogelj,J.,D.Shindell, K. Jiang, S. Fifita, P. Forster, V. Ginzburg, C. Handa, H. Kheshgi, 5.Kobayashi,E.Kriegler,L.Mundaca,R.SfErian,andM.V.Vilarifo,2018:MitigatonPathwaysCompatiblewith 
1.5°CintheContextof Sustainable Development. In: GlobalWarmingof 1.5°C. AnIPCCSpecialReportontheimpactsof globalwarming of 1.5°Cabovepre-industriallevelsand related globalGHG 
emission pathways, In the context of strengthening the globalresponse to the threat of climate change, sustainable development, and efforts to eradicate poverty [Masson-Delmotte,V., P. Zhai, H.-0. 
Portner, D. Roberts, J. Skea, P.R. Shukla, A. Pirani, W. Moufouma-Okia, C. Péan, R. Pidcock, S. Connors, J.B.R. Matthews, Y. Chen, X. Zhou, M.I. Gomis, E. Lonnoy, T. Maycock, M. Tignor, and T. Waterfield 
(eds.)]. In Press. 


8.1PCC,2018:SummaryforPolicymakers.In:GlobalWarmingof1.5?C.AnIPCCSpecialReportontheimpactsofqlobalwarmingof1.5?Cabovepre-industriallevelsandrelatedglobalgreenhouse 
gasemissionpathways,inthecontextofstrengtheningtheglobalresponsetothethreatofdlimatechange, sustainable development,andeffortstoeradicate poverty. [Masson-Delmotte, V.,P. 
Zhai, H.-0.PGrtner, D. Roberts, J. Skea, P.R. Shukla, A. Pirani, W. Moufouma-Okia, C. Pean, R. Pidcock, 5.Connors, J.B.R. Matthews, Y.Chen, X. Zhou, M.I. Gomis, E. Lonnoy, T. Maycock, M. Tignor, and T. 
Waterfield (eds.)]. World Meteorological Organization, Geneva, Switzerland. 
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炭素 予算 (カー ボン バジ ェ ッ ト ) と 公平 な 分 担 排 出 量 


都市 ・ 自 治 体 の 炭素 予算 を 計算 する 際 、 推 奨 され る すべ て の 方 法論 に お いて 公平 性 が 考慮 され て いま す 。 炭素 予算 
と は 、 世 界 が 地球 温暖 化 を 1.5C に 抑え よう と する 場合 、 都 市 ・ 自 治 体 や 国 が これ か ら 追 加 的 に 排出 し て も いい 排 
出 量 を 簡易 的 に 計算 し た も の で す 。 都市 ・ 自 治 体 や 国 の 炭素 予算 は 、 以 下 の 要 因 に 基づい て 変化 し ます "。 


] 責任 : 排出 され る 温室 効果 ガス 、 特 に 002 は 、 時 間 の 経過 と と も に 大 気 中 に 蓄積 され ます 。 多 く の 先 進 国 は 、 過 去 200 
年 間 、 二 酸化 炭素 の 排出 源 と な っ て きま し た 。 こ れ ら の 過去 の 排出 は 歴史 的 排出 (historical emissions) と 呼ば れ て 
いま す 。 先進 国 以外 の 国 は まだ 経済 発展 途上 で あり 、 排 出 量 の ピー ク は 後 で も いい と され て いま す 。 こ れ を 後発 排出 
と 呼び ます 。 炭素 予算 に つい て は 、 歴 史 的 排出 量 と 後発 排出 を 考慮 し 、 世 界 の 02 累積 に 最も 責任 の ある 国 や 都市 ・ 自 
治 体 に 排出 量 の 削減 の 責務 が ある と し て いま す 。 


2 能力 : 気 動 の 議 軒 ぶ 拡 する た め の 能力 は それ ぞ れ の 都市 ・ 自 治 休 せ や 国 の 社会 経 敬 * 玩 展 の レベ ル に 基 づ し いて 異な る こと が 滑 識 さ 
れ て いま す 。 

3 世代 間 の 正義 : 現世 代 は 、 気 候 変 動 の リス ク を 減ら し 、 天 然 資 源 の 利用 可能 性 を 高め 、 地 球 の 生態 系 の 健全 性 
を 高め る と いう 観点 か ら 、 和 将来 の 世代 に 対し て 一 定 の 義務 を 負っ て いま す 。 


1. 我々 の 研究 ペー パー" で は 、 都 市 ・ 自 治 体 の 気候 目標 設定 の 方 法論 を 評価 する 基準 を 定め 、 本 ガ 


イド に 含ま れる 3 つの 方 法論 を 含む 5 つの 方 法論 の 評価 を 行っ て いま す 。 
2 本 ガイ ド の デー タ を 裏付け する 試験 ・ 技 術 研究 書 " が 含ま れ ま す 。 


9. GlobalCovenantofMayors forClimate and Energy and C40 CitiesClimate Leadership Group. Summary for Urban Policymakers.2018.[Online].Available 詳細 は こち 5. 
10. 詳 細 は こち 5. 
11. 詳 細 は こち 5. 
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3 . 気候 SI は どれ くら い の 削 滅 水準 な の で し ょ うか 

この ガイ ド は 、 都市 ・ 自 治 体 が 気候 SBT の 方 法論 を 選択 する 際 の 手助け を する も の で す 。 目標 を 設定 する 前 に 、 お お よそ どの 程 
度 の 野心 (削減 ) レベ ル が 必要 と な る の か に つい て の 大 ま か な 推 定信 を 知る こと は 有益 で し ょ う 。 こ の 大 ま か な 推 定 値 に つい て 
は 、 都市 ・ 自 治 体 の GDP と 現在 の 一 人 当たり 排出 量 に 基づい て 、 下 の 表 を 使っ て 得る こと が で きま す 。 2030 年 まで に 必要 と され 
る 排出 削減 量 の 水準 は 、 一 人 当たり 排出 量 の 削減 率 と し て 示さ れ て お り 、 こ れ に は 一 人 当たり の GDP が 低い 急 成 長 都市 の 人 口 増 
加 予測 を 考慮 し て いま す 。 


この 表 か ら 得 られ る 排出 削減 幅 に つい て は 、 堅 年 で 確立 され た 方 法論 の 代わ り に な る も の で は あり ませ ん が 、 都 市 ・ 自 治 体 
が 科学 に 基づく 気候 目標 (SBT) を 設定 する 場合 に どう いっ た 政治 的 コミ ッ ト メ ント を する こと に な る の か を 理解 する の に 役 立 
ち ま す 。 


この 表 に お ける 都市 ・ 自 治 体 の 径 路 は 、 C40 の Deadline 2020 の 方 法論 か ら 引 用 し た も の で す 。 こ れ は 、 都 市 ・ 自 治 体 が 排出 削 
減 の 経路 を 理解 する こと を 目的 と し て お り 、 排 出 量 の 基準 値 (ベー スラ イン ) と 一 人 当たり GDP に 基づい て いま す 。 詳細 情報 
や ツー ル に つい て は 、/ 章 の 参考 資料 を 参照 し て くだ さい 。 


一 人 当たり 温室 | 都市 の 一 人 2030 年 の 都市 の 一 人 | 2050 年 の 目標 この 特徴 に 合致 する 
効果 ガス 排出 量 | 当たり GDP 当たり の 排出 削減 目 | (2015 年 基準 ) 都市 の 例 

ペ (米ドル / 人 ) 標 例 (2015 年 比 何 % 減 
(トン / 人 ) か ) ※ 


高い 高い 0915.000/ 人 ) | -70% か ら -75% ネッ ト ゼ ロ トロ ント 

(25.1 002 ト ン / 人 ) メル ボル ン 
ニニ ュー ヨー ク 
横浜 

ハイ デル ベル ク 


ヴ ロ ツ ワ フ 


低い (⑯15.000/ 人 ) | -10% か ら -15% ネッ ト ゼ ロ ケー プ タ ウ ン 
ダー バン 
リオ ・ グ ラン デ 


サン ・ ホ セ ・ ド 
ス ・ カ ン ポ ス 


低い 高い 0%15.000/ 人 ) | -55% か ら -60% ネッ ト ゼ ロ スト ッ ク ホ ルム 
(<5.1 602 ト ン / 人 ) ソウ ル 

ロン ドン 
チュ ラビ スタ 
ヘル シン キ 


バル セロ ナ 


低い (⑳5.000/ 人 ) | -0% か ら -5% ネッ ト ゼ ロ キト 

ナイ ロビ 

アン マン 
ブエノスアイレス 
ヨハ ネス ブル グ 
パシ グ 


※ 既 存 の C40 の 者 市 の 目標 値 に 基づい た 数 値 


ンー 


人 SCIENCEBAS 
% グ MI OMMON 
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4 . 気候 SBT と その 原則 に つい て 理解 し まし ょ う 


5059 都市 ・ 自 治 体 は 、 温室 効果 ガス 排出 量 削減 目標 を も っ て いま すか 2? 
科学 が 主導 | 

1. 1.5 で 目標 を 明確 に 
掲げ て いる か ? 

2 カー ボン バジ ェ ッ ト 
を 定め 、 オ ー バ ーシュ 
ー ト に つい て 合意 し た 
計算 を し て いま すか ? 


* 


3 目標 設定 が どの シ 
ナリ オ 閑 に 沿っ て い 
る の か 、 出発 点 ( 基 
準 値 ) は どこ か を 明 
確 に し て いる か ? 
公平 性 

1 都市 ・ 自 治 体 の 目標 
設定 は 、 国 の NDCs に 含 
まれ る 、 国 レベ ル の 公 
平 性 を 者 慮 し て いる 
か ? これ を 都市 ・ 自 治 
体 レ ベル の 目標 に 適用 
し て いる か 9? 


2 目標 が 過去 の 排出 量 
へ の 頁 献 や 世代 間 排 出 
を 考慮 し て いる か ? 


完全 性 


都市 ・ 自 治 体 全体 の 温室 効果 ガス 排出 量 イ ン ペ ベン トリ 


は 最新 の 1.5 て 目標 と 
i 情報 が あり ます か ? 


ー 致 し て いま すか ? 
回 
目標 は 公平 性 を 者 慮 し て いま す 

か ? 


! 


以下 の 方 法論 の いずれ も 使 


し て いま すか ? 用 する こと が で きま す 。 


人 間 開 発 指数 (HDI) スコ ア を 把握 


1 都市 ・ 自 治 体 の 目標 完全 で すか ? OPCC の 方 法論 を ティ ソ ダ ル セン ター 6 

が ー つ の セク ター (例え 時 は あま で す 7 HDI ス コー 合用 し て 、2030 (imallomtan の Deedlime_ 

ば エネ ルギー) に フォ ー ア を 確 ” 年 と 2050 年 の の 方 法論 を 使用 し 2020 の 方 法論 を 使 

カス し て いる か ? 認 し て 削減 目標 を 設定 て 、 エ ネル ギー 目標 用 し て 、2050 年 ま 

7 目標 設定 で は スコ ー ブ || くだ さ し て くだ さい 。 UN で の 削減 目標 を 設 

1, 2, 3 の どの スコ ー い 。 5 2 定 し 、 各 都市 の タ 

プ に 焦点 を 当て て いる 予算 の た め に イブ に 基づい て 、 

ME ala 気 修 上 安全 な 経路 を 気候 上 安全 な 排出 

A 策定 し て くだ さい 。 経路 を 定め て くだ 
| さい 。 

3 目標 は 、 二 酸化 炭素 。 日 標 が パリ 協定 と 整 以下 の 方 法論 の い 

イロ フル 合 し て いま せん 。 気 ずれ か を 使っ て 結 

タン (CH4) 、 亜 酸化 宅 。 候 変動 に 関す る SBT 目 果 を 確認 ・ 比 較 し 

素 (N20) 、 パ ー フ ルオ 標 設 定 の た め の 3 つ の て くだ さい 。 

ロカ ー ボ ン (PFCs) 、 大 に つい て 確 

フッ 化 硫黄 (SF6) な ど i 

の 温室 効果 ガス の 複数 ま a 

た は 全て に 焦点 を 当て て 

設定 し て いる か ? 


* オ ー バ ーシュ ー ト と は 、 地 球 温暖 化 が 一 時 的 に 1.5(C の よう な 一 定 の レベ ル を 超え て し まう こと を 指し ます 。 つ まり 、 地 球 温暖 化 の ピー ク の 人 後に 、 地 球 温暖 化 が 緩和 する こと を 意味 し て お り 、 人 為 的 な 02 の 削減 が 地球 全体 の 残り の 排出 量 を 上 回 
る こと に よっ て 達成 され ます 。 IPCC, 2018: Annex 1: Glossary [Matthews, J.B.R. (ed.) https://WwW. ipcc.ch/sr15/chapter/glossary/ (2020/11/12 閲覧 ) 


凛 気 修 ン ナリ オ と は 、 人 為 的 な 気候 変動 に お ける 潜在 的 な 影響 を 調査 する 際 に 使用 する た め に 構築 され た 将来 の 気候 の 想定 シナ リオ で す 。 参照 源 同上 。 


都市 ・ 自 治 体 の 区 域 全 体 の 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ が な い 場 合 、 こ の ツー ル で は 、 そ の 都市 の 人 間 開 発 指数 (HDI) スコ ア を 用 いて 目標 を 決定 し ます 。 し か し 、 目 標 に 取り 組み か 、 そ の 進捗 状況 を 把握 する た め に は 、 都市 ・ 自 治 体 の 区 域 全 
体 の 排出 イン ベン トリ が 不可 欠 で ある た め 、 都市 は 早急 に イン ペン トリ を 作成 すべ き で す 。 さら に 、 都市 ・ 自 治 体 は 、 CDP-ICLE 統 一 報告 システム や マイ コ ベ ペナ ント (lyCovenant) な どの 認知 され た ブ プラットフォーム を 通じ て 、 目 標 に 対す る 進捗 
状況 を 含む 環境 デー タ を 毎年 報告 すべ き で す 。 

ん 排出 は 3 つの カテ ゴリ ー に 分 類 さ れ ま す 。 

スコ ー ブ ]1 : 市 内 で 発生 する 温室 効果 ガス の 直接 排出 量 : ス コー プ 2 市 内 の 電力 、 暖房 、 蒸 気 、 冷 房 の 使用 に よる 温室 効果 ガス の 間接 排出 量 : ス コー ブ 3 : 市 内 で 行わ れる 活動 の 結果 、 市 外 で 発生 する 排出 量 

出典 : C40, ICLEI, WRI. 2014. Global Protocol for Community-Scale Greenhouse Gas Emissions Inventories (GPC), Executive Summary. 詳細 は こち ら . 2020/11/7 閲覧 
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5. 方 法論 を 選択 し まし ょ う 

都市 ・ 自 治 休 が 排出 削減 目標 を 設定 する に は 、 多 く の 方 法 が あり ます 。 以 下 の 3 つ の 方 法論 は 、 十 分 に 評価 ・ 検 証 さ れ て お 
り 、1.5C の シナ リオ に 沿っ た SBI の 設定 に 活用 で きま す 。 こ れ ら の 方 法論 は 、 最新 の 科学 に 理 付 けら れ 、 適 切 に 包括 的 で 
り 、 公 平 性 が 考慮 され て いま す 。 


方 法論 
Deadline 2020 


C40 都 市 気候 リー ダー シッ プ グ ルー プ (C40 Cities Climate Leadership Group) 


Deadline 2020 (D2020) の 方 法 諭 は 、 (40 に 所 属す る 都市 ・ 自 治 体 を 対象 に 開発 され た も の で 、 パ リ 協 定 の コミ ッ ト メ ント を 果 
た す た め に 、 こ れ ら の 都市 ・ 自 治 体 が 何 を すべ きか を 詳細 に 示し た も の で す 。 特に 2030 年 の 目標 に 注目 し 、 今後 10 年 間 に 必 要 と 
され る 温室 効果 ガス 削減 量 に 焦点 を 当て る こと で 、 パ リ 協 定 の 目標 を 確実 に 達成 で きる よう に し て いま す 。 Deadline 2020 は 、 

グロ ー バ ル お よび サブ グロ ー バ ル ( 国 ・ 地 域 レ ベル の 準 地球 規模 ) の 炭素 予算 に 基づき 、 同率 削減 と 原 単位 の 収束 の アプ ロー チ 
を 採用 し 、 都市 ・ 自 治 体 の 状況 (GDP と 一 人 当たり 排出 量 ) に 応じ て 4 つの 異な る 排出 削減 径 路 を 示し て いま す 。 こ の 方 法論 は 、 
先進 国 と 新興 国 の 世界 の メガ シテ ィ を 中 心 に 構成 され る (40 の 都市 に 適用 され て いま す が 、 こ の 方 法論 の 原則 は どの 都市 ・ 自 治 
体 に も 適用 可能 で す 。 

都市 ・ 自 治 体 が 者 慮 すべ さ 重 要 な 要素 は 、 自 分 た ち が コ ント ロー ル で き な い 分 野 ( 例 : 建築 基準 、 電 力 系 統 の 脱 炭 素 化 ) に お け 
る 想定 を 考慮 する こと で す 。2030 年 の 野心 的 な 目標 を 達成 する た め に 、 (40 は 、 都市 ・ 自 治 体 が 温室 効果 ガス 排出 削減 に お いて 
今後 10 年 間 自 ら で き る こと を 全て 行い 、 か つ 他 者 ( 国 や 州 政府 な ど ) が 取ら な けれ ば な ら な い 追加 的 な 行動 に つい て も 、 明 確 に 
特定 し 、 灯 定 する こと を 奨励 し て いま す 。 (訳注 : 自ら の 努力 で は どう に も な ら な い 箇 所 に つい て も 、 他 者 が 行う と いう 想定 で 
目標 を 立て る べき と いう 意味 。) 


。 一 人 当たり GDP 
* 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ / 基 準 値 (2015) 
。 人 口 の 基準 値 と 2050 年 まで の 人 口 増加 想定 値 


Deadline 2020 の 方 法論 を 使っ て 気候 BT を 設定 する 際 の 大 ま か な プロ セス を 、 以 下 の 手 順に 示し ます 。 者 市 ・ 自 治 体 の 既存 の 
目標 に つい て も 、 以 下 の 手順 又は 3 章 の 表 を 参照 し て 確認 する こと が で きま す 。 


新しい 目標 を 設定 する 場合 : 


1. コミ ュ ニ ティ レベ ル の 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ の グロ ー バ ルプ ロト コル (Global Protocol for Community-scale GHG 
Emissions Inventories, GPC) また は 共通 報告 枠組 み (Common Reporting Framework) を 使用 し て 、 2015 年 の 都市 ・ 自 治 体 
全体 の 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ を 収集 し ます 。 

2. 2015 年 の 人 ロ デ ー タ 、2050 年 まで の 人 口 予測 を 収集 し ます 。 


) 2015 年 の GDP デー タ を 収集 し 、 米 ドル に 換算 し ます 。 
* 注 : 1.5C の シナ リオ で は 、2050 年 以降 に 大 規模 な ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ ョ ン ※ が 必要 と な る 。 
※C02 を 吸収 し て 大 気 中 の C02 量 を 減ら すこ と 


= 
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4 一 人 当たり の 温室 効果 ガス 排出 量 と 一 人 当たり の GDP を 求め ます 。 


), 一 人 当たり の 温室 効果 ガス 排出 量 と 一 人 当たり の GDP に 応じ て 、 都市 ・ 自 治 体 の タイ プ を 選択 し ます 。 Deadline 
2020 方 法論 報告 書 (Deadline 2020 lethodology report) (104 ペ ー ジ ) に 、 都市 ・ 自 治 体 タ イプ の 種類 と その 説 
明 が 記載 され て いま す 。 


6. 一 人 当たり の 排出 量 の 削減 径 路 を 2015 年 基準 値 に 適用 し 、2050 年 まで 算定 し ます 。 


7 任意 の 年 (2050 年 まで の 間 ) の D2020 が 示す 一 人 当たり の 排出 量 に 、 同 年 の 推計 人 口 を 乗算 し て 、 そ の 年 の 総量 で 
の 排出 量 を 求め ます 。 


既存 の 目標 を 評価 する た め に Dead|ine 2020 を 使用 する 場合 : 
1. 任意 の 年 (2050 年 まで の 間 ) の 都市 ・ 自 治 体 目標 か ら 、 一 人 当たり の 排出 量 を 求め ます 。 


7. 任意 の 年 (2050 年 まで の 間 ) に お ける 、 都市 ・ 自 治 体 の 目標 値 と D2020 に より 算定 され る 一 人 当たり の 排出 量 を 比較 し ま 
す 。 


2030 年 と 2050 年 の 目標 を 示す 都市 ・ 自 治 体 タ イプ 別 排出 径 路 (4 つの 都市 ・ 自 治 体 タイ プ 別 ) * 


手法 に つい て の レポ ー ト (Method Report) を ダウ ン ロ ー ド し て くだ さい 。 C40 ナ レッ ジ ハ ブ (C40 Knowledge Hub) で は ツー 
ル の 提供 を し て いま す 。 


ワン プラ ネッ ト ・ シ ティ チャ レン ジ (One Planet City Challenge, OPCC) 


世界 自然 保護 基金 (World Wide Fund for Nature, WWF) 


WO の ワン プラ ネッ ト ・ シ ティ チャ レン ジ (OPCC) で は 、IPCC の 「1.5 て 特別 報告 書 」 の 最新 デー タ に 基づい た 方 法論 を 開発 し まし 
た 。 この 新しい アプ ロー チ は 、 Deadline 2020 の 方 法論 を ベー ス に 、 1.5 で 目標 に 適合 する 公平 な 排出 量 の 分 配 に 関す る 新た な 検討 事 
項 を 統合 し た も の で す 。 こ の 方 法論 は 、 世 界 気候 エネ ルギー 首長 誓約 (Global Covenant of Mayors) の 報告 要件 に 沿っ て 報告 する 
あら ゆる タイ プ の 都市 ・ 自 治 体 に 適し て いま す 。 こ の 方 法論 は 、 0PCC の 2019-2020 年 版 に 参加 し て いた 255 都 市 に 適用 され まし た 。 


・ 都市 ・ 自 治 体 全体 の 人 間 開発 指数 (HDI) ス コア 
・ 可能 な 限り 2018 年 に 近い 時 点 で の 都市 ・ 自 治 価 全 体 の 排出 基準 慎 


都市 ・ 自 治 体 全 体 の 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ が な い 場 合 、 こ の ツー ル は その 都市 ・ 自 治 体 の 人 間 開発 指数 (HDI) スコ ア を 
用 いて 目標 を 決定 し ます 。 一 方 で 、 目標 に 向かっ て 行動 し 、 そ の 進捗 状況 を 追跡 する た め に は 、 都 市 ・ 自 治 体 全 体 の 排出 イン ベ 
ント リ が 不可 欠 で ある た め 、 都市 ・ 自 治 体 は 可能 な 限り 早急 に イン ベン トリ を 作成 する 必要 が あり ます 。 さら に 、 都市 ・ 自 治 体 
は 、 こ の 方 法 諭 を 用 いて か ら 12 カ 月 以内 に 、 CDP-ICLEI 統 一 報告 シス テム や マイ コ ベ ナ ント (MyCovenant) な どの 認知 され た プラ 
ッ ト フ ォ ー ム を 通じ て 、 目標 に 対す る 進捗 状況 を 含む 環境 デー タ を 毎年 報告 する 必要 が あり ます 。 


* 注 : 1.5C の シナ リオ で は 、2050 年 以降 に 大 規模 な ネガ ティ ブ エ ミ ッ シ ョ ン が 必要 と な り ま す 。 
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OPCC の 方 法 諭 を 用 いて 気候 SBT を 設定 また は 確認 する た め の ス テッ プ を 以下 に 示し ます 。 こ れ ら の 手順 を 適用 する 方 法 の 詳 
細 に つい て は 、 後 述 の 「 詳 細 」 の セク ショ ン に 記載 され て いる 文献 を ご 確認 くだ さい 。 


OPCC の 方 法 諭 を 用 いて 、2030 年 の 新た な 中 間 目 標 を 設定 する 場合 : 


1. 2018 年 の 都市 ・ 自 治 体 人 体 の スコ ー プ 1・ ス コー ブ 2 の 温室 効果 ガス 排出 量 を 収集 し 、2018 年 の 人 口 で 割っ て 、 一 人 当たり 
の 基準 排出 量 を 求め ます 。 こ の 際 に は 、 コ ミュ ニテ ィ レ ベル の 温室 効果 ガス 排出 イン ベン トリ の グロ ー バ ルプ ロト コル 
(Global Protoco| for Community-scale GHG Emissions Inventories, GPC) を 使っ て 計算 する こと が で きま す 。 

2. 人 間 開発 指数 (HDI) を 用 いて 、2018 年 の 水準 か ら の 削減 目標 を 推計 し ます 。 こ れ に より 、IPCC1.5C 特 別 報告 書 で 特定 さ 
れ た 、2030 年 まで に 世界 全体 で 排出 量 を 50% 削 減 す る た め の 公 平 な 分 担 が 反映 され ます 。 


各国 の HDI は こち ら で 確 認 し た うえ で 、 次 の 計算 式 を 使用 し て くだ さい 。 
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た だ し 、HDI 補 正 係数 = 都市 の 所 在 す る 国 の HDI/ 世 界 の HDI 平 均 値 


(訳注 : HDI は 0 か ら 1 の 間 の 値 を と り 、 先 進 国 に お いて 高い 値 と な り ま す 。 よ っ て 、HDI が 高い 国 の 場合 、 補 正 係数 が 
1 より 大 幅 に 大 きく な り 、 削 減 目 標 、 つ まり 2018 年 比 で 何 % 削 減 す ま べ きか 、 に つい て は 50%(0.5) より 大 きく な り 、 よ り 
多く の 削減 が 必要 と な り ま す 。 な お 、 上 式 の 削減 目標 と は 、80% 削 減 の 場合 、0.8 と な り ま す 。 日 本 の 場合 は 、62.3% 
削減 と な り ま す 。) 


) 2030 年 の 削減 目標 を 、 一 人 当たり 排出 削減 量 に 換算 し ます 。 削減 目標 (ステ ッ プ 2) に 一 人 当たり の 基準 排出 量 (ステ 
ッ プ 1) を 乗算 し ます 。 計算 式 に する と 、 一 人 当たり の 基準 排出 量 削減 目標 で す 。 


4 2030 年 の 一 人 当たり の 排出 削減 量 を 総量 に 換算 し ます 。 2030 年 の 一 人 当たり の 排出 削減 量 ( ス テッ プ 3) に 、 都市 ・ 自 治 体 
の 2030 年 の 推計 人 口 を 乗算 し ます 。 

既存 の 目標 を 評価 する た め に OPCC を 使用 する 場合 : 

1. 既存 の 目標 を 適用 し た 場合 の 2030 年 の 一 人 当たり 排出 量 を 算出 し ます 。 

7. その 結果 を 、 上 記 の ステ ッ プ 3 で 推定 し た 2030 年 の 一 人 当たり の 排出 削減 量 と 比較 し ます 。 


) 既存 の 目標 か ら 導 き 出さ れ た 2030 年 の 都市 ・ 自 治 体 の 一 人 当たり の 排出 量 が 、0PCC に より 計算 され た 2030 年 一 人 当 
た り の 排出 量 よ り も 大 きい 場合 、 既 存 の 都市 ・ 自 治 体 目標 は 、IPCC1.5C 特 別 報告 書 で 特定 され た 2030 年 まで の 世界 
排出 量 50% 削 減 の 公平 な 分 配 に 準じ て いな いた め 、 修 正 が 必要 と な り ま す 。 


20168 年 基準 排出 量 を 基 に し た 、2030 年 と 2050 年 の 一 人 当たり 排出 量 の 削減 目標 


2018 年 の 排出 量 デ ー タ が な い 場 合 : 
この 方 法論 を 使用 する た め に 、 都市 ・ 自 治 体 は 、 利 用 可能 な 最新 の デー タ に よる 検証 済み の 排出 量 を 基 に 、 排 出 量 が 都市 自治体 
(また は 国 ) の GDP と 同じ ペー ス で 増加 する と 仮定 し て 2018 年 まで の 排出 重 を 予測 し 、 そ の 推計 値 を 使う こと が で きま す 。 


国 レ ベル (と き に 都市 レベ ル ) の GDP 変化 率 に 関す る 情報 は 、 国際 連合 経済 社会 局 (UNDESA) 、 世 界 銀行 、OEOD と いっ た 信 混 性 
の ある 情報 源 か ら 入 手 で きま す 。 


0PCC ア セス メン ト フ レー ム ワ ー ク 2019 (OPCC Assessment Framework 2019) 
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ティ ンダ ル セ ン ター (Tyndall Centre) 


ティ ンダ ル セ ン ター (Tyndall Centre) 


ティ ンダ ル セ ン ター の 手法 は 、 パ リ 協 定 に 沿っ た 炭素 排出 目標 を 設定 する た め に 、 都市 ・ 自 治 体 向 け に 開発 され た も の で す 。 
この 方 法論 は 、 地 方 自治 体 の 地域 規模 か ら 、 地 域 や 権限 委譲 行政 機関 まで 、 イ ギリ ス の あら ゆる 地域 の 炭素 予算 (エネ ルギー 
起源 の C02 排 出 量 ) を 計算 する の に 容易 に 使用 で きま す 。 こ の 方 法論 は 、 こ れ ま で の と ころ 、 イ ギリ ス の 都市 に 最も 適し て いま 
す 。 イ ギリ ス 以 外 の 国 の 都市 ・ 自 治 体 に も 利用 で きま す が 、 追加 デー タ が 必要 と な り ま す ( 下 記 参 照 ) 。 テ ィ ン ダ ル セ ン ター の 
方 法 諭 用 いる こと で 、 都市 ・ 自 治 他 は 2" (を 十分 に 下回る シナ リオ に 沿っ た 気候 SBT を 設定 する こと が で きま す 。 最新 の 科 
学 で は 、1.5C の シナ リオ を 目指 す 必 要 が ある と され て いま す が 、1.5C の 炭素 予算 に 沿っ た ティ ンダ ル セ ン ター の 方 法論 を 用 
いれ ば 実現 可能 で す 。 


イギリス の 都市 の 場合 : 

, 2013 年 -2017 年 の エネ ルギー 起源 の 都市 の CO2 排 出 量 

* 2019 年 の エネ ルギー 起源 の 都市 (02 排出 量 
イギリス 以外 の 国 の 都市 の 場合 : 

。 2013 年 -2017 年 の エネ ルギー 起源 の 世界 の 国 別 CO2 排 出 量 


* 2013 年 -2017 年 の エネ ルギー 起源 の 都市 の CO2 排 出 量 
' 都市 が 属す る 国 の 航空 、 海運 、 軍 事 に お ける エネ ルギー 起源 の 国内 の (02 排 出 量 (2020 年 >2100 年 の 予測 ) 
。 2019 年 の エネ ルギー 起源 の 都市 の CO2 排 出 量 


ティ ンダ ル セ ン ター の 方 法 諭 を 用 いて 気候 SBT を 設定 する また は 確認 する た め の ス テッ プ の 概要 を 以下 に 示し ます 。 こ れ ら の 手順 の 
適用 方 法 の 詳細 に つい て は 、「 詳 細 」 の セク ショ ン を 参照 し て くだ さい 。 


ティ ンダ ル セ ン ター の 方 法論 を 用 いて 新しい 気候 SBT を 設定 する 場合 : 
1. 自国 が 「 開 発 途上 国 」 (DD2) と 「 先 進 国 」 (DG2) * の どちら に 分 類 さ れ て いる か を 確認 し ます 。 
2. 「 途 上 国 」 ま た は 「 先 進 国 」 の サブ グロ ー バ ル グ ル ー プ の 炭素 予算 の 値 を 収集 し ます 。 


) 5 年 間 ( 例 : 2013 年 >2017 年 ) の サブ グロ ー バ ル グ ル ー プ の エネ ルギー 起源 (02 総 排出 量 に 占め る 自国 の 分 担 量 を 計算 し ま 
す 。 各 年 の 分 担 量 を 計算 し 、5 年 間 の 平均 を 出し ます 。 
4 5 年 間 の 自国 の 排出 量 の 分 担 量 を 使用 し て 、 自 国 の 残り の サブ グロ ー バ ル バ ジ ェ ッ ト の 分 担 を 明確 に し 、 自 国 の バジ ェ ッ 
ト を 算出 し ます 。 
5 2020 年 <2100 年 の 海運 や 航空 に お ける エネ ルギー に よる (02 排 出 量 を 集計 し 、 国 の 002 イ ン ベ ン トリ か ら 差 し 引き ます 。 
6 a ( 例 : 2013 年 ~2017 年 ) の 国 全 体 の C02 エ ネル ギー 排出 量 に 対す る 都市 ・ 自 治 体 の 分 担 量 を 計算 し ます 。 そ の た め 
、 各 年 の 分 担 量 を 計算 し 、5 年 間 の 平均 値 を 求め ます 。 


7 都市 ・ 自 治 体 の 排出 量 の 分 担 量 を 用 いて 、 国 全体 の バジ ェ ッ ト に お ける 都市 ・ 自 治 体 の 分 担 量 を 定義 し 、2020 年 か ら 
2100 年 の 002 エ ネル ギー 排出 量 の バジ ェ ッ ト を 確認 し ます 。 


0. 都市 ・ 自 治 体 の カー ボン バジ ェ ッ ト ( 例 : 将来 の 排出 量 を 都市 ・ 自 治 体 の バ パジェット 内 に 収め る た め の 2019 年 基準 排出 重 か ら の 
平均 削減 率 ) 内 に 収まる 排出 量 の 予測 削減 率 ま た は 径 路 を 決定 する こと が で きま す 。 


*Anderson et al (2020). A factor of two: how the mitigationplans of climateprogressive nations fall far short of Paris compliant pathways. 詳細 は こち ら : 
https://Www. tandfonl ine.com/doi/pdf/10.1080/14693062.2020.1728209. 2020 年 11 月 10 日 閲覧 . 
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既存 の 目標 を 評価 する た め に ティ ンダ ル セ ン ター を 使用 する 場合 : 


(02 エ ネル ギー 排出 量 目標 を 適用 し 、2020 年 -2100 年 の 各 年 WERE 回 
れ ら は ティ ンダ ル 方 法 諭 を 用 いて 計算 され た 都市 ・ 自 治 体 の カー ボン バジ ェ ッ ト を 超え て は いけ ませ ん 


C02 エ ネル ギー 排出 量 に 基づく 都市 ・ 自 治 体 レ ベル の カー ボン バジ ェ ッ ト 。 
削減 率 に 基づく 、 カ ー ボ ン バ ジ ェ ッ ト に 準拠 し た 2100 年 まで の (002 エネ ルギー 排出 量 の 径 路 。 
002 エ ネル ギー 排出 量 が ゼロ また は ほぼ ゼロ に 達する 年 。 


ティ ンダ ル セ ン ター 方 法論 (Tyndall Centre Methodology) . 

ダラ ム (イギリス の 単 一 自治 体 ) が パリ 協定 に 公平 に 貢献 する た め に ティ ンダ ル セ ン ター 方 法論 を どの よう に 活用 し 
て いる か は こち ら を 参照 くだ さい 。 イギリス の 都市 の 場合 - SCATTER の 詳細 に つい て こち ら を 参照 くだ さい 。 
マン チェ スタ ー 気 候 変動 対策 局 が どの よう に この アプ ロー チ を 使っ た か は こち ら を 参照 くだ さい 。 
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6. ゼロ へ の レー ス (Race To Zero) 


都市 ・ 自 治 体 の 気候 SBT は 、 都市 ・ 自 治 体 が COP26 に 先立っ て UNFCCC の 「Race To Zero」 キャ ン ペ ー ン に 参加 する た め 
の 、 承 認 さ れ た 方 法 の ー つ で す 。 


Race To Zero は 、 健 全 で 、 レ ジリ エン ス (回 復 力 ) が あり 、 公 平 な ゼロ カー ボン 経済 を 実現 する た め に 、 企 業 、 都市 、 地 域 、 投 
資 家 の リ ー ダ ー シ ッ プ と 支援 を 結集 する 世界 的 な キャ ン ペ ー ン で す 。 そ れ は 、 料 来 の 脅威 を 防ぎ 、 適 切な 雇 用 を 創出 し 、 包含 的 
か つ 持 続 可 能 な 成長 を 実現 する 経済 を 目指 すこ と を 意味 し ます 。 キャ ン ペ ー ン の 主 な 目的 は 、 都市 ・ 自 治 休 を 含む あら ゆる セク ター7 関 
係 者 が 、 2050 年 まで の ネッ ト ゼ ロ 目 標 と それ を 吾 成 する た め に 必要 な 行動 を 軟 約 する こと で す 。 


以下 の 4 つの ステ ッ プ は 、 都市 が これ ら の 約束 を し 、Race To 7ero に 参加 する 方 法 を 示し て いま す 。 


誓約 : 温暖 化 を 1.5C に 抑え る た め の 世 界 的 な 取り 組み に 沿っ て 、2040 年 代 ま た は それ 以前 、 遅 く と も 今世紀 半ば まで 
に ネッ ト ゼ ロ を 達成 する こと を 組織 の トッ プレ ベル で 痺 約 し ます 。 詳細 は こち ら 。 


計画 : 00P26 に 先立ち 、 特 に 短期 か ら 四 期 的 に ネッ ト ゼロ 達成 に 向け て どの よう な ステ ッ プ を 賠 む か を 説明 し ます 。 ま 
た 、IPCC の 地球 温暖 化 に 関す る 1.5"C 特 別 報告 書 で 示さ れ た 2030 年 まで の 世界 の C02 削 減量 50% の うち 、 公 平 な 分 担 量 を 
反映 し た 次 の 10 年 間 に 達 成す べき 中 間 目 標 を 設定 し ます 。 こ れ は 、 都 市 ・ 自 治 体 が 気候 SBT を 設定 する こと を 意味 し ま 
す 。 目標 設定 の 支援 に つい て は こち ら 。 


実行 : 中 間 目 標 の 達成 と 、 ネ ッ ト ゼ ロ 達 成 に 向け 早急 に 行動 を 起こ す 必 要 が あり ます 。 気候 SBT を 組み 入れ て 気候 変動 
対策 計画 を 策定 また は 更新 し 、 他 の 計画 手段 と 統合 し ます 。 実行 計画 の 支援 に つい て は こち ら 。 


公表 : 少な く と も 年 1 回 、 進 捗 状況 を 報告 する こと を 約束 し ます 。 可 能 な 限り 、UNFCCC の グロ ー バ ル 気 候 変 動 対策 ポ 
ー タ ル * へ の プラ ッ ト フ ォ ー ム を 通じ た 報告 を 行い ます 。 


* 都 市 ・ 自 治 体 は 、 GDP-ICLEI 統 一 報告 シス テム を 通じ て 、 既 存 の 報告 義務 の 一 環 と し て 、 目 標 と 進捗 状況 を 報告 する こと が で きま す 。 こ れ は 、 (40、 WWF、ICLEI に よる 多く の イニ シア ティ ブ 
へ の 報告 と 整合 し ます 。 世 界 首 長 約 約 (GCoM) に 参加 する 都市 ・ 自 治 体 は 、 GCoM の 公認 プラ ッ ト フ ォ ー ム で ある (CDP-ICLEI 統合 報告 シス テム また は マイ コ ベ ナ ント (MyCovenant) の いずれ 
か を 介し て 報告 する こと が で きま す 。 
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7. 参考 資料 
以下 の 資料 は 、 気候 SBT を 設定 する 際 に 役立ち ます 。 
研究 論文 : Results of the assessment of GHG emission reduction target setting methodologies for cities' 


技術 研究 書 : Testing the applicability of science-based targets setting methodologies: technical summary document. 


Deadline 2020 に 関す る 情報 及び 補足 資料 は (40 Knowlegde Hub を 参照 くだ さい 。 


OPCC の 方 法論 を 活用 する 都市 の 情報 は こち ら . 
ティ ンダ ル セ ン ター 方 法論 に 関す る 情報 は こち ら 


市 全体 の 排出 量 の 測定 : 
Global Protocol for (Community-scale GHG Emission Inventories - 市 全体 の 温室 効果 ガス 排出 量 の 算定 と 報告 の た め の 
強固 な が フレー ム ワ ー ク を 提供 し ます 。 


City Inventory Reporting and Information System (CIRIS) - CDP-ICLEI 統 一 報告 シス テム 及び GCoM の Common 
Reporting Framework に 完全 に 互換 性 の ある 形式 で 排出 量 を 報告 する た め の 和 柔軟 な Excel ベ ー ス の ツー ル を 提供 し ま 
す 。 


Google's Envirommental Insights Explorer - (Ofe の デー タ ソ ー ス と モデ リン グ 吉 用 し て 、 人 電 の 新参 デー タ 、 挑 量 前 此 
会 0 針 値 を 代 し ます 。 

気候 変動 対策 の 策定 : 
C40's Focused Acceleration report を 利用 し て 、 必 要 な 規模 と ペー ス で 排出 量 を 削減 する 上 で 最も 効果 的 な 気候 変動 
対策 を 特定 し ます 。 


C40 tools を 使用 し て 、 都 市 ・ 自 治 体 が これ ら の 目標 を 達成 する た め の 計 画 を 作成 し ます 。 


目標 設定 時 に 考慮 する こと : 
さま ざま な タイ プ の 目標 の 定義 を 明確 に する た め に 、 テ ィ ン ダ ル セ ン ター は 目標 を 見 直す 際 に 注意 すべ き 3 つ の 重要 な 事 
柄 を 示し て いま す 。 


(arbon Budget Too| - ティ ンダ ル 気 候 変動 研究 セン ター (Tyndall Centre for Climate Change Research) に よっ て 
開発 され た この ツー ル は 、 都市 ・ 自 治 体 が 最新 の 科学 に 沿っ た カー ボン バジ ェ ッ ト を 設定 で きる よう に 開発 され まし 
た 。 こ の ツー ル は イギリス の 都市 に の み 適 用 され ます 。 


The IPCC Special Report on Global Warming of 1.5° ( - 都 市 政策 立案 者 の た め の 概要 と 重要 な ポイ ント が 記 
載 さ れ て いま す 。 


Defining Garbon Neutrality for (ities and Managing Residual Emissions - C40 (Gities (Climate Action Planning 
Framework の 一 環 と し て 、 都市 ・ 自 治 体 人 人 体 の カー ボン ニュ ー ト ラル と は どの よう な も の か 、 ま た 、 中 間 目 標 と カー 
ボン ニュ ー ト ラル の 両方 を どの よう に 実行 し 実現 する か に つい て 概説 し て いま す 。 
GHG Protoco| Mitigation Goal Standard - 国 と 自治 体 の 緩和 目標 を 策定 する た め の ガ イダ ンス 、 及び 目標 達成 に 向け 
た 進捗 状況 を 評価 ・ 報 告 す る た め の 標 準 化 さ れ た アプ ロー チ を 提供 し ます 。 
ICLEI'sClimate Neutrality Framework に より 、 后 鞭 を 都市 の 統合 的 ア ブロ ー チ に 組み 込む た め の 都 市 を 支援 する こ 
と が で きま す 。 

。 WF's One Planet (ity (hallenge が 提供 する 環境 評価 の 枠組 みか に より 、 地 域 の 活動 を 世界 的 な 気候 の リー ダー シッ プ に 変え 
る こと が で きま す 。 


ーー 


(( )SCIENGEBASED TAR6ETSNETMORK SCIENCE-BASED CLIMATETARGETS: AGUIDE FOR CITIES 


? グレーター マン チェ スタ ー (イギリス ) : (arbon ・ イン ディ アナ ポリ ス (アメ リカ ) : Thrive 
neutral by 2036 Indianapolis Plan 

' チューリッヒ (スイ ス ) :1 tonne Coye per ・ ダー バン (南ア フリ カ ) : Climate Neutrality Plan 
capitaby 2050 ・ アク ラ (ガー ナ ) : Climate Action Plan 

6 。 ベク シェ ー (スウ ェ ー デ ン ) : 100% Co2 ・ ケー ブタ ウン (南ア フリ カ ) : Commitment to Carbon 
reduction by 2030 Neutral 

* ブリ スト ル (イギリス ) : One City Climate ・ ウェ リン トン (ニュ ー ジ ー ラ ンド ) : Te Atakura 
Strategy First to Zero Blueprint 

コペン パー ゲン (ジノリ マー クタ ) :200 
Climate Plan 


オス ロ (ノルウェー) : Climate Budget 


企業 や 都市 に よる 自然 の た め の SBT の 設定 を 可能 と する た め に 、 自 然 に か か る SBPT の ガイ ダン ス を 参照 
くだ さい 。 
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